
＜チームＡ＞ 17 17 ＜チームＢ＞

20 28
15 24
18 24

S No 3P 2P FT Foul S No 3P 2P FT Foul

○ 4 1 ◎ 4 1 12 3 2

○ 5 ○ 5 1 1 1

◎ 6 4 1 2 ◎ 6 2 9 3 2

◎ 7 3 1 5 ◎ 7 1 2 1

○ 8 2 ◎ 8 2 6 3

○ 9 1 ○ 9 3

10 ○ 10 2

◎ 11 1 7 2 ○ 11 3 1

○ 12 3 1 2 ◎ 12 1 3 2

○ 13 1 5 ○ 13 1 1

○ 14 1 14

15 15

○ 16 4 3 1 1 16

◎ 17 1 ○ 17

○ 18 1 2 18

合計 7 21 7 合計 5 29 20

◎：スターター　／　○：出場 ／3P：3点シュート成功本数　／　2P：2点シュート成功本数　／　FT：フリースロー成功本数　

茨城県高体連バスケットボール専門部　記録報道委員会

　第１Ｐ、両チームともにマンツーマンディフェンスでスタート。ともに硬さからか、ターンオーバーが続いたりゴール下のシュートをはずしたりと思
うように得点が伸びない。終了２分前、緊張がとれてきたのか、シュートが決まり得点が動きだした。１７－１７でピリオド終了。
　第２Ｐ、習志野はリバウンドからの速攻で２ゴールを決め勢いに乗る。甲府西は、流れを変えようと３分半を過ぎたところでタイムアウト、ディフェ
ンスを２－３のゾーンディフェンスに変える。奏功し一旦は逆転したが、６分半を過ぎたところで追いつかれ逆転される。ここで、甲府西２回目のタ
イムアウト。しかし、流れは変わらず３７－４５の８点差、習志野優位で前半を終える。
　第３Ｐ、甲府西の２－３ゾーンディフェンスが機能し、流れを引き戻したかに見えたが、習志野⑥臼井が３pシュートを契機に流れは習志野へ。
習志野⑥臼井は、ディフェンスではブロックショット、オフェンスではタップシュートを連続で決める活躍を見せ、得点差を１７点に広げ（５２－６９）
ピリオドを終了した。
　第４Ｐ、習志野は⑥臼井の２pシュートやファウルでもらったフリースローで着実に点差を広げ、優位に試合を運んでいく。追いつめられた甲府
西は４分半と６分過ぎにタイムアウトを取り、１－２－２のゾーンプレスなどでプレッシャーをかけていくが、最終的にはリバウンドを支配した習志
野が点差を広げる形でゲームを終了した。

戦　　　評 　　記入者 ： 山戸　剛

第２試合　１０：３０～Ｃコート大会１日目ひたちなか市総合運動公園体育館

渡部  智聡（茨城） 副審： 梶     崇司（茨城）

山梨

主審：

４位千葉

県立甲府西 習志野市立習志野70
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得点の推移 （2分毎）
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